












           「高度な専門性を目指す図書館情報学教育」 
            基調講演「図書館専門職の現状と問題点」 
  
  


























 専門的サービスに取り組む必要がある。  
(2) 専門的知識 
 ＊日本の司書は，専門的職務の内容とその必要性に関する教育が不十分であるため，実務にお 
  いて専門的職務や専門的サービスに専念しなければ，専門的知識は確立できず，専門的職 
 員としての自覚も生まれない。 
 ＊事務職員にとって短期間に身につけることが困難なのは資料に関する幅広い知識である。し 







  検討してこなかった。 
 ・図書館運動は，専門職性の確立やそのうちの専門的サービスの実行に取り組むのではなく， 
  抽象的な原理や規範を唱えることによって専門性を確立しようとした。 
 ･ 一部の図書館運動は，司書職制度を実現しようとする自治体行政に反対し，大衆運動の力に 
  よって司書職制度を実現しようとして，自治体行政を批判し続けた。 
 ＊専門職制度の研究は，大学図書館では岩猿敏生，学校図書館では長倉美恵子によって行われ 
  たが，公共図書館では久保輝巳，伊藤松彦，後藤暢等図書館運動の参加者によって行われ， 
  それが日本図書館協会の委員会を通じて図書館の専門職制度論の代表と見なされた。図書館 
  理論のうち，専門職員論は図書館運動参加者によって担われたのである。 
  
２．市川昭午の専門職論 



























































































































  われてきたのだろうか。 
＊公共図書館職員の制度に過剰な役割を負わせているのではないだろうか。 
  











(2) 大学図書館職員の場合 ７） 
・昭和20年代に司書職種の法制化が追求された。学校教育法の改正，国立学校設置法の改正， 
 同法施行規則の改正等が検討された。この過程で「図書館員問題は国公私を通じての問題と 
 しての共通基盤を失い，国立大学だけの問題になっていく。」 しかし，法制化が困難で 
 あったことから，取り組みの重点は実質的な司書の取り扱いの改善に移っていく。 
・国立大学図書館職員のために，昭和39年から人事院によって「国立学校図書専門職員採用試 
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